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㊤

甘

画

崔

届

け

出

た

泊

饒
■

任

医

師

荏

い

朋

＝

の

省

令

に

由

い

て

「
拍

與
拍

器

捉

供
者
」

と

は
、

自

昌

槽

饒

崔

臭

抽

す

君

岩

１＝

封
し

て

措

＾
杣

砦

崔

蜆

供

す

る

者

書

い

う
．

＾
箒

眈

讐

■

竈

料

切

墓

耶
〕

＾
一一
嘉

法

第

十

四

集

又
は

景

十

九
貞

切

＝

肥

員

眈

在

受

け

よ

う

と

す

看

岩

が

行

う

医

■
杣

害

画

田

康

畦

凹

の

貞

茄

１＝

鴉

る

法

第

十

四

奈

弟

三

巧
に

拐

定

す

る

芒

料

切

収

＾

及

む

作

虫

に

つ

い

て
は
、

覧
一
一
，

第

一

莇
、

覧

三

竈

鷺

一

蜆

及

口

簑

晒

竈

’
第

四

十
八

集

第

一

■

覚

＝

号
、

第

五

十

集

鴛

三

項
、
螂

五

十
一

集

第
＝

茗

及

ぴ

第

五

咀
，

第

五

十

＝

集

箏

三

■

並
甘

に

寛

六
十

八

免

覧
一一
責

崔

除

く
．
〕

切

規

定

晒

定

喧

る

と
一
」

石

に

よ

る
．

２

自

昌

泊

Ｄ

崔
貞

肺

す

苔
岩

が

行

う

医

広

棚

器

晒

由

庶

武

じ

的

賞

血

ヒ

係

る

法

寛
十

四

彙

重
一一
■

に

規

定

す

君

竈

料

切

収

■

及
ぴ

作

虚

１＝

つ

い

て

直
、
拒

二

巾

第

二

血
，

第

三

竈

蠣
一
一
唖

及
口

景

晒
ｏ

＾
覧

四

十

八

乗

第

一

■

籔

一

号

及
ぴ

籔

六

十

八

集

鷺
一
一
項

珪

階

く
．
］
切

規

定

の

症

め

る

と
一
」
ろ

に

よ

る
．

竈

＝

■

浩

臓

田

皐

ｏ

に

顯
す

昌

善

革

，

一

籟

拍

饒

の

怯

順

在
し

よ

う
と

す

右

者

に

よ

る

泊
腔

固

，

伽
ヒ

顯

す

る

碁

串

＾
買
甜
手
岨
●
等
〕

，

四
彙

浩
口

切

苗

ｏ

在

し

よ

う

と

す

る

音

は
、

治

舳

臭

施

計

回

■

切

作

崩
，

簑

施

医

竈

稻

，

及

ぴ

泊

，

〕

任

匿

唖
切

奉

暗

唖
棚
器
田
憧
理
、

医
去
邊
器
切

不
＾
舎

に

凹
す

畳
仙

獺

＾
理

下

「
不

＾

合

佃

靱
」

と

い

う
Ｊ

螂

切

収
＾
、

記
囹

田

倶

存

モ

切

他

切

泊

與

田

曲

籏

及
ぴ

讐

理
に

需

る
簑

鴉

に

顯

す

る

手

口

■

竜

作

成

し

な

吋

れ

ぱ

な

ら

な

い
。

呈

浩
Ｄ

の

甚

蠣

壱

し

よ

う

と

す

看

音

畦
，

医

師
，

苗

掛

医

師
，

賞

剖

師
，

看

纈

師
、

診

｝

域

射

籔

技

師
、

田

庶

偵

■
技

師
，

田

廉

工

学
持
…
±

そ

の

他

ｏ

措
政

田

曲

ｏ

及

ぴ

管

坦

に

睡

若

葦

誼

壱

行

う

こ

と

に
つ

き

必
里

な

；

円

曲

知
ｏ

崔

有

す

る

者

崔

拍

俣

し

世

け
ｈ

ぱ

な

昌

な
い
．

＾
安

全

性

試

ｏ

竈

切

貞

茄
〕

竈

五

景

捨

口

固

蓄

吉

し

よ

う

と

す

る

者
肚
、

被

饒
邊

器

田

品

ｏ
，

安

全

性

及

口

性

能

忙

田
す

る

喧

饒

モ

の

他

浩
喰
の

蓋

吉
す
石
た
由
に
必

蔓
珪
胆
口
崔
詰

了
し

て

い

な

吋

打

ぱ

な

昌

な

い
、

＾
医

疽

削

凹

等

の

！

走
〕

口

六

彙

治

與

田

僅

艘

を

し

よ

う

と

す

る

者

厄
、

弟

五

十

四

集

に

把

げ

君

蔓

件

冒

汕

た

し

て
い

る

実

施

匡

竈

螂

顯

及

ぴ

覧

六

十

二

魚

に

担

げ

る

厘

件

を
■

た
Ｌ

て

い

る

拍

饒

■

任

匿
師

を

邊

定

し

な

け
れ

ほ

な

ら

な

い
．

＾
泊
聰
貞
加
肝

画
●
〕

口

七

集

治

與

切

曲

靹

崔

し

よ

う

と

す

君

者

は
．

次

に

掲

げ

る

■

項

壷

岨

ｏ

し

た

拍

與
実

施

叶

回

ｉ

壱

作

成

し

な

け

れ

ぼ

な

昌

な

い
．

一

治

＾

晒

佳

頓

荏

Ｌ

よ

う
と

す

る

音

切

氏

名

＾
法

人

に

畠

ｏ

τ

帖
、

モ

晒

名

柑
．

以

下
１
」

田

号

及

ぴ

次

号
、

笥

士
一
藁

籔

一

項
覧

二

号

及

口

第

三

号
、

毘

十

八

集

第

一

項
莞

＝

号
、

鷺

三

号

及

口

第

七

号

並
口

に

賞

二

十

四

奈
第

一

項
第

二

号
に

由

い

て

同

じ
．
〕
及

む

佳

所

｛
法

人
に

由

「
て

は
、

モ

切

主

た

る

■

誼

所

切

所

在

壇
－

囲

下
，
」
垣

号

瑛

ぴ

次

号
、

第
十

三

集

鷺

一

項

第

＝

号

及
ぴ

第

三

号
、

第
十

五

集
、

境

十

八

集

寛

一

珂

第

二

号
、

第

三

号

政

ぴ

鷺
七

号
、

竈

＝

十

四

曼

鴛

一

項
第

＝

号
並

ぴ

に

蠣

三

十

四

集

簑
一
一
項

に

お

い

て

同

じ
．
〕

＾
当
瞳

音

が

本

邦

内

に

佳

所

壷

有

し

な

い

ｏ

合

忙

あ

っ

て
は
，

モ

晒

氏

名

及

ぴ

住

所

地

の

国

名

並

ぴ

に
第

十
五

集

に

規

定

す

君

胎

ｏ

国

内

讐

埋

人

の

氏

宅

及
ぴ

住

所
．

第

十
＝

藁

加

一

項

鷺

＝

号

に

圭

い

て

同

じ
．

〕

二

浩

聰

に

侃

君

薫

塙

切

一

部

吉

曇

脱

す

暑

ｏ

合

に

畠

コ

て

旧
、

当

藺

買

鴉

壷

量

脱

し

た

岩

＾
以

下
，
」
切

竈

に

お

い

て

，
受

詳

岩
」

と

い

う
．
〕
の

氏

毛
，

佳

所

及
ぴ

当

眩

壷

睨

仁

係

昌

黄

鴉

の

蜆

国

三

責

施

医
疽

邊

田
切

名

称

及
む

所

在

地

四

治

聰

，

任

匿

師

と

な

る

ぺ

き

音

の

氏

若

政
ぴ

螂

括

五

胎

瞠

切

目

的

六

桂

ｏ

拍

皆

切

籟

畳

七

浩

●

の

方

法

八

抽

ｍ

音

の

竈

定

に

田

す

右

■

項

九

原

竈

岬

の

田

蠣

に

田

す

る

■

壇

十

記

日

ｏ
テ
ー

ク

壷

含

軸
，
〕
田

保

存

に

田

す

る

■

項

十

一

覧

二

十

六

鼻

の

規

定

忙

よ

ｏ

治

與

■

邊

匿

師

に

曇

■

し

た

■

合

に

畠

「

て

吐
，

モ

の

氏

名

及

口

■

毛

十
一
一

覚

＝

十

六

乗

切

規

定

に
よ

ｏ

治

唖

，

ｏ

曇

■

会

に

撞

■

し

た

ｏ

合

に
畠

ｏ

τ
硅
、

，」
れ

を

ｏ

哉

す

る

匪

師

更

は

竈

科

葭

師
の

氏

名

及
ぴ

■

名

十

三

鈍

＝

十

七

尭

忙
規

定

す

る
勃

呆

宏

全

性

評

価

委

］

会

崔

股

■
し

た

と

昔
は
，

そ
晒

盲

拍

聰

の

佐

蠣

を

し

上

う

と

す

る
宕

は
、

当

眩

拍

與

が

被

口

盲

に

対

し

て
泊

ｏ

杣

器

の

劫

臭

在

有

し

な

い

こ

と

及

ぴ

第

七

十

集
第

一

堀

肥

同

竈

崔

打

る

こ

と

が

困
配

な

者

珪

対

臼

に

す

る
・」
と

が

予

副

昔
打

る

ｏ

合

に

は
、

そ

の

目

及
ぴ

次

１＝
担

げ

る

■

項

左

治

唖

真

加

計

画
●

に

咀

蜆

し

な

け

打

ぼ

な
筍

な
い
．

一

当

疎

治

聰
が

弟

七

十

集

覧

一

項

の

同

意

吉

得

る
，
」

と

加

困
瞠

と

予

刮

さ
れ

る

者

荏

封

＾

に

し

な

け

れ

ほ

註

昌

た

い

こ

と
切

睨

明

一
一

当

縢

拍

唖
ヒ

宅

い

て
、

予

刮
吉

抗

る

枝

瞠

音

へ

切

不

利
益

が

必

聾
な

＾

小

嘔

虫

の
も

晒

で

畠

君
’
」
と

の

睨

明

拾

団

の

俵

日

を
し

よ

う
と

す

る
者

は
，

当

骸

拍

與

が

竈

七

十

条

罵

一

項

及

ぴ

蠣
一
一
項

固

同

意

崔

得

る

こ

と

が

囲

握

と

予

鐵

昔

れ

君

者

崔

封

急

に

し

て

い

る

ｏ

台

に

喧
，

そ
切

旨

及
ぴ

茨

に
担

げ

君

■

項

を

拍

聰

糞

茄

計

画

■

に

咀
ｏ

し

な

け
れ

ほ

な

ら

右

い
．

二三

当

眩

拉

與
柏

害

が
、

生

命

が

危

良

右

扶

蜴

に

お

る

○

病

音

１＝

封
し

て
、

モ

の

生

命

の

危

噴

を

回
遍

す

る

た

珀

颪

ｏ

に
使

用

さ
血

巷

匿

■

獺

器

と

し

て
，

咀

措

距

兜

画

景

哩

壱
申

＾

す

る

こ

と

君

予
定

し

て
い

昌

も

切

で

畠

る

こ
と

の

睨

明

現
在

に

お

時
看

治

■

方

法

モ

は

描

聰

者

と

な
る

ぺ

吉

岩

１；
対

し

τ
十

分

担

勤

只

が

蠣

萄

で

旨

な
い

こ

と

田

覗

明

桂

與
杷

聖

の

使

用

に

よ

ｏ

帖

饒

者

と

向

若
ぺ

吉

岩

晒

生

曲

晒

危

噴

胡

回

通

で

吉

る

可

能

性

が

十

分

に

あ

る

こ

と

由

咀

明

第

＝

十

七

免

に

規

定

す

る
劫

某

虫
全

性

評

価

委

且

会

崩

設
－■
吉

れ

て

い

る

目


